
●海洋ごみ問題
●海鳥の保護
●海洋プラスチックの
　再利用

●ウミネコの保護
●生物多様性保全
●在来種の生態調査
●アマモの再生活動
●シーグラスの有効活用
●不知火の観測

●里地里山の保全
●在来種の保護
●防風林造成
●森林資源の有効活用

●放置竹林の再利用
●地元木材の活用
●固有亜種のチョウの保護
●沖縄の桜を守る
●植生調査

●廃棄ガラスのリサイクル
●省エネ型水耕栽培
●環境教育
●フードロス問題
●歴史的環境保全
●地産地消の推進
●昆虫食
●地域活性化
●ゼロカーボン

●ユネスコ世界遺産
●コンポストの 利用促進
●環境ビジネスの活性化
●廃油活用
●風力発電導入の促進
●大気汚染・悪臭問題
●脱プラ推進
●地域の自然体験　　
●環境保全活動　　
●SDGｓ各目標

高校・ほかで

山・森で海で

全国の高校生の環境活動

高校生＆先生方が発表大会に参加した感想！

●赤土の流出対策
●地中熱利用
●外来種の有効活用
●地域資源の有効活用
●サンショウウオの保護
●保全型農業
●昆虫の有効活用
●在来種の生態調査
●ゼロカーボン電力

●ヤリタナゴの保護
●砂丘浸食の調査
●カメの生態調査
●マイクロプラスチック 
　問題
●河川の清掃
●カラスとの共生
●タンポポの植生調査
●モリアオガエルの保護
●水力発電　　　

陸・川で

高 校 生 先 生 方

全国ユース
環境活動発表大会
全国ユース

環境活動発表大会
全国ユース

環境ネットワーク 広報の広報

第9回 ユース大会にご応募いただくと…みなさんの活動を全国に広報します！

全国ユース環境活動発表大会 ＆ 全国ユース環境ネットワークは、
情報発信 ＆ 広報 はとても重要なアクション！と考えています。

なぜなら、高校生の活動を仲間や地域の方々に伝え、連携して取り組めるから。
そして、この連携や取組みが、将来の環境保全につながるから。 

ご応募いただくと、以下の媒体で広報します。また、ほかの高校の活動もご覧いただけます！

情報
発信
情報
発信

情報誌 YouTubeホームページ 新聞

事例集 表紙見本

（現在、ホームページ、YouTubeは、前年度の情報が掲載されています。第 9回大会応募の参考としてもご覧ください）

ユース情報誌 事例集2023 全国約4,900高校に配布！

2024年3月発行の「全国ユース環境活動事
例集2023」に、右の掲載例のようにみなさん
の活動内容を掲載いたします。
事例集2023は、全国約4,900高校、全国約
100大学（環境サークル）、環境省や協賛企業
などに配布する予定です。

応募時にご提出いただいた「発表動画」は、You-
Tubeにアップし全国の方々にご覧いただきます。

♦上記の大会ホームページ、「活動高校全国一覧」
から、高校別に簡単にご覧いただけます。

読売SDGs新聞（配布用PR紙）に、応募高校全校の活動内容が
掲載されます。（予定）

事例集 掲載例

大阪成蹊女子高等学校

ペットボトルキャップやコンタクトレンズの
空ケース回収等の環境関連の活動に長年取り
組んでいます。また、卒業時に学校指定シュー
ズ等を集めてフィリピンの子どもたちに送る
活動、文具や衣服等をミャンマーの子どもた
ちに届ける活動にも取り組みました。

生徒会執行部
SDGs＝Seikei Dream Ginormous　～成蹊の夢はめっちゃデカい！～

特別号

2023
Spring

本誌「全国ユース環境活動事例集 2022」は、全国の高校生や大学生のユース世代が、
2022年度に実践した環境活動やSDGs活動を広く紹介し、情報交換や交流の推進を
図るために発行しています。
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第8回 全国ユース環境活動発表大会全国大会　環境大臣賞受賞
宮城県農業高等学校 作物部門　
活動名：＃ZEROマイプラ２

第8回 全国ユース環境活動発表大会全国大会　環境大臣賞受賞
宮城県農業高等学校 作物部門　
活動名：＃ZEROマイプラ２

環 境 情 報 M a g a z
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第8回　全国ユース環境活動発表大会

全国ユース環境活動事例集　2022

主 催  全国ユース環境活動発表大会 実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 後 援 　読売新聞社 
 （環境省・独立行政法人環境再生保全機構・国連大学サステイナビリティ高等研究所）
協 力  地方環境パートナーシップオフィス（EPO）　　
 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 
 ESD 活動支援センター
協 賛  キリンホールディングス株式会社　　協栄産業株式会社　　
 SG ホールディングス株式会社　　株式会社タニタ

 第8回　全国ユース環境活動発表大会　地方大会＆全国大会開催概要

環境大臣賞　　 
宮城県農業高等学校　作物部門
環境再生保全機構理事長賞　　 
群馬県立藤岡北高等学校　環境工学部
国連大学サステイナビリティ高等研究所所長賞　　 
熊本県立熊本農業高等学校　養豚プロジェクト
読売新聞社賞　　 
高校生エシカル推進委員会　高校生エシカル推進委員会
高校生が選ぶ特別賞　　 
長野県佐久平総合技術高等学校　チームさくさけ
先生が選ぶ特別賞　　 
北海道士幌高等学校　環境班

協賛企業特別賞　　　　 
晃華学園中学校高等学校　Banana to The Futures
SDGs活動特別賞　　　　　　 
大阪府立堺工科高等学校　定時制の課程　エコ・プロジェクト部
優秀賞
北海道羽幌高等学校　SBFプロジェクトチーム
岩手県立花巻農業高等学校　ソーセージ研究班
愛知県立佐屋高等学校　科学部
山口県立下関西高等学校　公民班
山口県立下関西高等学校　化学２班
愛媛大学附属高等学校　理科部プラガールズ
愛媛県立長浜高等学校　チーム530
大分県立大分商業高等学校　商業調査部

全国大会　出場高校＆表彰（全16団体） 2023年2月4日（土）～5日（日）、全国大会が開催されました。
地方大会より選出された全国の16校が発表をし、各賞を受賞しました。

◇北海道地方大会（5団体）
北海道士幌高等学校
北海道羽幌高等学校
北海道美幌高等学校
市立札幌開成中等教育学校
北海道大野農業高等学校

◇東北地方大会（13団体）
青森県立名久井農業高等学校 ①
青森県立名久井農業高等学校 ②
青森県立三本木農業恵拓高等学校
青森県立むつ工業高等学校
岩手県立花巻農業高等学校
岩手県立遠野緑峰高等学校
秋田県立新屋高等学校
秋田県立能代松陽高等学校
秋田県立大館鳳鳴高等学校
宮城県農業高等学校
宮城県志津川高等学校
宮城県多賀城高等学校
山形県立山形西高等学校

◇関東地方大会（13団体）
栃木県立矢板東高等学校
栃木県立真岡北陵高等学校
群馬県立藤岡北高等学校
群馬県立尾瀬高等学校

千葉県立安房高等学校
晃華学園中学校高等学校
東京都立国際高等学校
東京都立府中東高等学校
東京都立南多摩中等教育学校
東京都立国分寺高等学校
オイスカ浜松国際高等学校
静岡県立駿河総合高等学校
静岡県立三島北高等学校

◇中部地方大会（9団体）
福井県立福井商業高等学校
福井県立大野高等学校
福井県立若狭高等学校 ①
福井県立若狭高等学校 ②
長野県佐久平総合技術高等学校
長野県上伊那農業高等学校
愛知県立佐屋高等学校
愛知県立半田商業高等学校
岐阜県立八百津高等学校

◇近畿地方大会（13団体）
京都府立宮津天橋高等学校
大阪府立堺工科高等学校 定時制の課程
大阪府立豊中高等学校能勢分校
大阪成蹊女子高等学校
大阪府立長尾高等学校

大阪府立みどり清朋高等学校
大阪府立富田林高等学校
高校生エシカル推進委員会
兵庫県立篠山東雲高等学校
兵庫県立播磨農業高等学校
兵庫県立豊岡総合高等学校
兵庫県立伊川谷高等学校
奈良育英高等学校

◇中国地方大会（12団体）
岡山県立笠岡高等学校
岡山県立岡山一宮高等学校 ①
岡山県立岡山一宮高等学校 ②
岡山県立倉敷青陵高等学校
岡山県立玉野高等学校
岡山学芸館高等学校
広島県立祇園北高等学校 ①
広島県立祇園北高等学校 ②
出雲西高等学校
山口県立下関西高等学校 ①
山口県立下関西高等学校 ②
山口県立下関西高等学校 ③

◇四国地方大会（7団体）
徳島県立徳島商業高等学校
香川県立多度津高等学校
愛媛大学附属高等学校

愛媛県立長浜高等学校
愛媛県立松山北高等学校
愛媛県立土居高等学校
愛媛県立小松高等学校

◇九州・沖縄地方大会（13団体）
博多女子高等学校
福岡県公立古賀竟成館高等学校
福岡工業大学附属城東高等学校
大分県立大分商業高等学校
大分県立大分工業高等学校
佐賀県立鳥栖商業高等学校
長崎県立諫早農業高等学校 ①
長崎県立諫早農業高等学校 ②
長崎県立対馬高等学校
熊本県立熊本農業高等学校
熊本県立宇土高等学校
鹿児島県立屋久島高等学校
沖縄県立北部農林高等学校

地方大会　出場高校（全85団体） 2022年12月4日（日）～12月26日（月） 全国8地方で地方大会が開催されました。
（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州・沖縄 地方大会）

〒212-8554 川崎市幸区大宮町1310番 ミューザ川崎セントラルタワー8階
独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金内 全国ユース環境ネットワーク事務局
Tel：044-520-9505　メール：youth@erca.go.jp　 法人番号：8020005008491

  URL：https：//www.erca.go.jp/jfge/youth/index.html

発 

行

全国ユース
環境ネットワーク

事務局

ユース大会 ホームページ 応募高校全校を掲載！

読売SDGs新聞 応募高校全校の情報を掲載！

YouTube 応募高校全校の動画をご覧になれます！
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ユース大会のホームページに右
の掲載例のようにみなさんの活
動内容を掲載いたします。
応募高校全校の情報が掲載され
ます。ぜひご覧ください。

https://youth.erca.go.jp/
サイト内の「活動高校全国一覧」
からご覧いただけます。

大会ホームページURL

発表動画 掲載例

読売 SDGs 新聞
掲載例

ホームページ
掲載例

（第8回）
前年度

～ 高校生は、たくさんのジャンルの活動に取り組んでいました ～

前年度の応募データより抜粋

前年度の大会アンケートより抜粋

ふりかえり
全国ユース環境活動発表大会

【設問】（発表前）参加を決めた理由を教えてください。
♦ 私たちの活動をより多くの人に知ってもらったり、他校から学ばせてもらうため
♦ 先生や友人に誘いを受け、自分たちが多くの人の前で発表する経験をして
みたいと思ったから

♦ 同年代の環境問題の捉え方、活動について知りたいと思ったからです
♦ この大会を通して自分が持っている能力を向上させたいと思ったから
♦ 昨年参加し、手ごたえを感じ楽しかったから　　　　　
♦ 「地方大会最優秀賞」を取りたかったから
♦ 頑張った記録を残したいから　　　　　　
♦ 少しでも多くの人と関わり、経験を増やしたかったから

【設問】（参加後）発表大会に参加しての気付きや学び、自分の変化など。
♦ 自分たちとはまた違った切り口で研究を進めていたので、そういう方向性に
いくのもありだなと感じた

♦ 13校もの学校が集まって発表したが、同じような内容の研究がないことか
ら、現在の日本にはまだまだ開発することができる課題があるのだと気づき
ました

♦ 私たち高校生がSDGsに貢献することによって、世界中の人にもっともっと
知ってもらいたいなと思いました

♦ 国際的なことから地元でのこと、幅広い活動をしているところが多かったが、
地元で基盤を整えることが大事だなと思った

♦ 全く知らなかったことばかりで、本日一日刺激を受けてばかりでした。これか
らもっと深く調べてみたいことが多々見つかりました

♦ スライドがとてもよく話し方や説明の仕方などがとてもよく、勉強になりました
♦ 楽しそうに発表するってとても大切だと思いました。声のトーンとかが違うだ
けでも印象とか、話が入ってくる度合いが違ったので、次回の参考にしたい
です

♦ 私たちが行っていたものは、極めてレベルの低いものであったことに気づい
た。以降はより綿密な計画・課題設定を心掛けていきたい。

【設問】（発表前）参加を決めた理由を教えてください。
♦ 生徒の自主的な応募　　　　
♦ 生徒の経験値をあげるため　　　　
♦ 発表や交流の機会を求めていたため
♦ 生徒たちの研究が他者の目から見て、どのように評価されるか　　　
♦ 生徒が頑張って活動をしていたため
♦ 生徒の発表の場として時期が良く、応募が手軽であったため　　　
♦ 対面発表になるから
♦ これまでの生徒会の活動の一部をまとめてみる良い機会であり、それを他の高
校と共有することに関心をもってくれた生徒がいたため　　　　

♦ 生徒の熱意です！

【設問】（参加後）参加しての感想、メッセージなど。
♦ 高校生が行う環境活動には、大きな力があると感じました
♦ 皆様、素晴らしい視点やアイデアがいっぱいで非常に有益な時間を過ごすこ
とができました

♦ 他の学校の多くが、地域と連携していると分かったので、もっと地域や企業と
連携した取り組みをしていきたいと思った

♦ 他校のスライドがとても見やすく、今後参考にさせていただきます
♦ 対面での交流はやはり効果大だと思います。同じ年頃の高校生が自分と違う
視点をもって日々活動していることに直接触れることができ、とてもいい時
間を過ごすことができたようです
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